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日
頃
、見
慣
れ
た
フ
ル
ー
ト
と
は
形
も
大
き
さ
も
違
い
ま
し
た
。工
房

で
は
、ソ
プ
ラ
ノ
か
ら
ダ
ブ
ル
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
ま
で
の
フ
ル
ー
ト
を
す

べ
て
手
作
業
で
作
製
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
も
愛
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

収入を増やして豊かなまちへ　2p
　　平成26年度　一般会計決算認定

暮らしの質を高め心と体を健康に　8p
　　文化・スポーツ振興条例

インターン生が議会にやってきた！！　11p
市政を問う！　一般質問　12p
　　16人が政策論議
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前年度対比

36億3234万円増
前年度対比

36億3234万円増

前年度対比

5億6304万円増
前年度対比

5億6304万円増

前年度対比

4億7637万円減
前年度対比

4億7637万円減

前年度対比

 596万円減
前年度対比

 596万円減

前年度対比

1億2838万円増

前年度対比

19億3855万円増

前年度対比

2億900万円増

前年度対比

6980万円減

前年度対比

1億2839万円増

前年度対比

19億3855万円増

前年度対比

2億901万円増

前年度対比

6980万円減

歳入…増減した主なもの

平成 26 年度
一 般 会 計 決算の特徴

市民税　
26年度　73億4028万円
25年度　71億3127万円

固定資産税　
26年度　64億7558万円
25年度　63億4719万円

地方交付税　
26年度　36億2414万円
25年度　36億9394万円

市債　
26年度　61億9926万円
25年度　42億6071万円

※万円未満四捨五入

人件費　
26年度　54億　164万円
25年度　54億　760万円

扶助費　
26年度　84億2079万円
25年度　78億5775万円

公債費　
26年度　26億9577万円
25年度　31億7214万円

普通建設事業費　
26年度　80億8034万円
25年度　44億4800万円

翌年度へ繰り越すべき財源　11億5371万円

決算総額　407 億6638 万円
　　　　前年度対比 14.4％増　（51億3436 万円）

歳 入

決算総額　383 億8534 万円
前年度対比 12.4％増　（42億4124 万円）

歳 出

歳出…増減した主なもの歳出…増減した主なもの

実質収支額
12億2733 万円

　↓

歳入…増減した主なもの

歳入歳出差引額
16億9408万円
歳入歳出差引額
23億8104万円

　平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
を
は

じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決
算
が
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
条
例
や
市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
、
下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
、
市
長

提
出
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
議
員
提
出
議
案
４
件
は
、
う
ち
１
件
が
可
決

さ
れ
、
請
願
1
件
は
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年

　

第
３
回
定
例
会

９ 　
１

９
17

▼

●
主
な
質
疑

各
指
標
は

良
好
な
状
況

平
成
26
年
度
決
算
の
財

政
指
標
は
。

財
政
の
弾
力
性
を
示
す

指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率

は
89
・
０
％
と
、
前
年
度
に

比
べ
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
し
か
し
、
前
年
度
は

消
防
組
合
所
有
地
の
売
却
な

ど
の
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
前
年
度
を
除
け
ば

合
併
以
降
も
っ
と
も
良
好
な

数
値
と
な
っ
た
。

　

収
入
に
対
す
る
借
入
返
済

の
割
合
を
表
す
実
質
公
債
費

比
率
な
ど
、
他
の
財
政
指
標

は
、
い
ず
れ
も
良
好
な
状
況

で
あ
る
。

安
定
的
な

財
政
運
営
を

今
後
の
見
通
し
は
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
な

ど
大
型
事
業
に
関
す
る
借
り

入
れ
の
返
済
ピ
ー
ク
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
基
金
残
高
も
減
少

し
て
い
く
な
ど
、
今
後
は
か

な
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

測
さ
れ
る
。

　

特
に
、
普
通
交
付
税
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に

縮
小
し
、
平
成
33
年
度
に
は

７
億
円
程
度
減
少
す
る
見
込

み
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
進
む
こ
と
に
よ
る
市
税

な
ど
の
収
入
減
や
、
社
会
保

障
に
要
す
る
経
費
の
増
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
継
続
し
た
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

収
入
確
保
の

強
化
を

財
政
健
全
化
の
対
策

は
。

市
税
を
は
じ
め
と
し
た

債
権
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
企

業
誘
致
の
早
期
実
現
、
有
料

広
告
収
入
の
拡
大
な
ど
、
収

入
確
保
の
強
化
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。
取
り
組
み
の

平
成
26
年
度

　一
般
会
計
決
算
認
定

収
入
を
増
や
し
て
豊
か
な
ま
ち
へ

一
つ
と
し
て
、
自
動
電
話
催

告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
未
利

用
地
の
売
却
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
引
き

続
き
事
務
事
業
の
見
直
し
や

一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め

る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
基

金
へ
の
積
み
立
て
が
必
要
と

考
え
る
。

多
様
な
取
り
組

み
を
模
索

効
果
的
な
自
主
財
源
確

保
の
取
り
組
み
は
。

企
業
を
市
内
に
誘
致
す

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
需
要

の
増
加
や
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
を
応

援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
若
い
子
育
て
世
代
が
流

入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

税
収
増
な
ど
自
主
財
源
の
確

保
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
各
種
特
定
目
的
基
金
へ
の

寄
附
の
拡
大
、
有
料
広
告
収

入
の
拡
大
な
ど
多
様
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総 括 質 疑生まれ変わった教室で集中！ 集中！

（小中学校大規模改造、エアコン設置）

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青

藍

会
島
田

　典
朗
　議
員

日
本
共
産
党
伊
藤

　初
美
　議
員

足
立
志
津
子

　議
員

公

明

党
島
田

　和
泉

　議
員

堀
口

　修
一
　議
員

受
益
と
負
担
の

公
平
化
へ

受
益
者
負
担
の
方
針

は
。

平
成
19
年
３
月
に
策
定

し
た
「
行
財
政
改
革
大
綱
」

や
「
ふ
じ
み
野
市
行
財
政
改

革
推
進
５
か
年
計
画
」
の
改

革
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
を
位
置

づ
け
た
。

　

そ
の
考
え
方
は
、
利
用
す

る
人
と
利
用
し
な
い
人
の
不

公
平
を
な
く
す
こ
と
や
、
施

設
の
維
持
管
理
運
営
経
費
に

使
用
料
や
手
数
料
を
充
当

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
す
と
い
っ
た
点
を
基

本
と
し
て
い
る
。



●
主
な
質
疑

人
口
の
増
加
に
比
べ
、

市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増

加
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
も
の
な
の
か
。

ふ
じ
み
野
市
は
年
々
人

口
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
生
産
年
齢
（
15

歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
方
が

転
入
し
て
き
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
市
民
税
の
収
入
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
、
新
築
家

屋
の
増
加
に
よ
り
収
入
が
増

加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平

成
26
年
度
は
５
９
１
棟
が
新

築
さ
れ
た
が
、
滅
失
も
４
０

８
棟
あ
っ
た
。

現
年
課
税
分
の
不

※

納
欠

損
額
に
つ
い
て
、
市
民
税
や

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

な
ど
、
す
べ
て
に
お
い
て
現

年
課
税
分
の
不
納
欠
損
が
増

加
し
て
い
る
。
要
因
は
。

今
年
の
不
納
欠
損
の
特

徴
と
し
て
は
、
高
齢
者
や
持

病
の
あ
る
方
、
所
得
が
全
く

な
い
方
な
ど
、
今
後
も
納
税

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
判

断
で
き
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
執
行
停
止
に
よ

る
即
時
消
滅
は
、
平
成
25
年

度
１
７
２
件
に
対
し
、
平
成

26
年
度
は
５
０
２
件
で
、
約

３
倍
強
の
件
数
と
な
っ
て
い

る
。

公
金
徴
収
を
明
確
な

ル
ー
ル
で
行
う
た
め
に
、
債

権
管
理
条
例
の
制
定
が
必
要

で
は
。市

債
権
部
分
も
含
め
、

当
該
条
例
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

●
主
な
質
疑

現
状
の
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
点
は
。

水
道
管
の
更
新
時
期
で

多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
そ

の
た
め
の
効
率
的
手
法
の
検

討
が
直
近
の
課
題
。

口
径
３
０
０
㎜
、
２
０

０
㎜
の
石
綿
管
の
布
設
替
え

の
数
が
少
な
い
が
理
由
は
。

主
に
２
０
０
㎜
以
上
の

大
口
径
老
朽
管
は
、
布
設
替

え
単
価
が
非
常
に
高
額
で
な

か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

　

平
成
26
年
度
末
の
老
朽
管

残
延
長
約
14
・
７
㎞
の
う
ち

約
３
・
５
㎞
が
小
口
径
に
変

更
可
能
。
そ
の
あ
た
り
の
検

討
も
含
め
進
め
て
い
く
。

防
災
、
減
災
の
た
め
に

は
、
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え

と
と
も
に
、
管
路
変
更
が
必

要
で
は
。

平
成
26
年
度
の
配
水
管

の
管
網
計
算
の
結
果
か
ら
、

県
道
さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所

沢
線
の
口
径
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
、
道
路
幅
員
が
非
常

に
狭
い
北
野
・
大
原
地
区
の

大
口
径
管
を
１
０
０
㎜
、
１

５
０
㎜
の
小
口
径
管
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

４
５
４
２
万
円
の
黒
字

の
理
由
は
。

今
回
、
地
方
公
営
企
業

法
の
会
計
基
準
の
変
更
で
減

価
償
却
に
見
合
う
分
の
負
債

を
減
少
さ
せ
た

た
め
、
数
字
上

の
も
の
で
あ

り
、
現
金
収
入

を
伴
う
も
の
で

は
な
い
。

水
道
料
金

に
下
水
道
事
業

の
人
件
費
が
含

ま
れ
て
い
な
い

か
。

同
じ
上
下

水
道
課
の
中
で

兼
任
と
な
っ
て
い
る
が
、
主

に
水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の

い
ず
れ
か
の
担
当
と
な
る
。

逆

※

ざ
や
の
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
給
水
原
価
も
含

め
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

事
務
の
効
率
化
な
ど
、

経
常
的
な
経
費
の
削
減
に
努

め
る
。

決 算 特 別 委 員 会 の 主 な 質 疑決 算 特 別 委 員 会 の 主 な 質 疑
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運行と利用料の見直しを
　　市内循環バス運行事業補助金

福岡浄水場

新築家屋の建設が続く市役所周辺

●
主
な
質
疑

地
域
支
え
合
い
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

う
れ
し
野
ま
ち
づ
く
り

会
館
に
事
務
所
を
借
り
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
補

助
金
で
、
当
該
団
体
は
、
買

い
物
支
援
や
生
活
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

当
該
事
業
の
効
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

買
い
物
支
援
や
生
活
支

援
な
ど
は
、
介
護
保
険
事
業

の
対
象
外
と
な
る
。
そ
う

い
っ
た
部
分
を
地
域
支
え
合

い
事
業
が
担
っ
て
い
る
の
で
、

利
用
者
の
多
く
の
方
々
か
ら

大
変
に
助
か
っ
て
い
る
と
い

う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
介
護
予
防・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
な
の

で
、
今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
事

業
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
該
事
業
の
利
用
状
況

は
。

利
用
時
間
数
が
２
万
７

５
５
９
時
間
。
内
容
は
、
買

い
物
代
行
・
外
出
の
付
き
添

い
・
部
屋
の
掃
除
・
庭
の
手

入
れ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
回
の
業
務
が
１

時
間
か
ら
２
時
間
程
度
な
の

で
、
そ
れ
を
元
に
推
定
を
す

る
と
、
大
体
１
万
件
く
ら
い

の
需
要
が
あ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。

適
正
な
税
の
徴
収
を

市
民
税
・
固
定
資
産
税
等障子張り替えのお手伝い
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ポイント②

ポイント①

 

災
害
に
強
い
水
道
整
備

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定

ポイント④

※不納欠損　滞納となった市税等の徴収金が何らかの理由
で徴収できなくなった場合に、その調定の金額を消滅させ
ること。

※ 逆ざや　原価が売価を上回る状態。

高齢者の生活支援を
地域支え合い事業補助金　

ポイント③

●
主
な
質
疑

昨
年
度
の
補
助
金
と
し

て
３
０
０
０
万
円
程
度
支
出

さ
れ
て
い
る
が
、
収
入
は
１

５
０
万
円
程
度
。
利
用
者
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

収
入
は
伸
び
て
い
な
い
。
今

後
の
対
応
は
。

現
在
、
路
線
・
乗
車
料

金
等
の
見
直
し
検
討
を
し
て

い
る
。利

用
者
約
４
万
６
０
０

０
人
の
う
ち
、
85
％
は
無
料

利
用
者
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
行

け
る
よ
う
な
運
行
を
考
え
、

障
が
い
者
や
本
当
に
困
窮
し

て
い
る
方
は
別
と
し
て
、
受

益
者
負
担
も
必
要
で
は
な
い

か
。

ふ
じ
み
野
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で

も
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
観

点
か
ら
協
議
を
進
め
て
い

る
。



平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算 全員賛成で可決

●主な質疑

市道第 341 号線の道路
拡幅は、どのくらいの期間で
実現したのか。

数年前から要望があり、
１年前に地権者から 50 ㎝ほ
どご協力いただける話が
あったが、車の行き違いの
改善に繋がりにくいため保

留としていたところ、今年に
なり１ｍの協力をいただける
ことになり実現したもの。

当初予算から比べると
50％の増額となっているが、
その理由は。

今年度は修繕の要望件
数が多く、現時点で既に
350 件の要望がある。

●主な質疑

企業アンケートの対象範囲は。
業種については、特定企業に偏らず、また、

都内に近く業績が上向き、今後設備投資を考え
ている優良な企業をアンケート対象企業として
想定している。

本市は、首都圏から近いことから、食品関

連または物流の事業所や地盤の固さを生かした
通信系の事業所は、立地条件として良いと考え
るが、分析の有無は。

交通環境は良好なため、飲食加工業、物流業、
ロケットなどの先端産業といった企業の誘致を
図れればと考える。

●主な質疑

物価スライドに伴う
建設労務単価の引き上
げで、下請けの建設労働
者の賃上げは。

アンケートの結果、
賃金の引き上げを行って
いる業者もある一方で、
そうではない業者もある。

市場競争原理が働か
ない下での契約変更は問
題だが、透明性を確保す
る対策は。

今後、さまざまな手
法を検討する。

学校給食センター建
設事業について、科学的
根拠に基づいた地質調査
を行い、建設計画をつく
るべきだったのではない
か。

要求水準書で慎重な
調査を義務づけるなど、
対策を研究していきたい。

大型建設事業が進行中
広域ごみ処理施設建設事業等  補正額…５億 5106 万円

広域ごみ処理施設と（仮称）ふじみ野市上福岡学校給食センターの契

約金額が物価スライド条項の適用等で５億5106万円増額となります。

安全で通行しやすい
　　　　　道路改良に向けて

道路用地買収事業等　補正額…6877 万円
市道第 341 号線（上福岡四丁目満寿屋横）

の狭あい道路拡幅、道路の修繕・街路樹

の剪定が予算化されました。

経済の安定的発展に向けて
企業誘致推進事業　補正額…224 万円

企業から見たふじみ野市の状況を的確に把握するた

めに、1000社程度を抽出してアンケート調査を実

施し、企業立地基本計画に反映していく事業です。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

青
藍
会

　小
林
憲
人
議
員

子
育
て
の
不
安
解
消
へ
の
支
援
策
を
評
価

公
明
党

　川
畑
京
子
議
員

賛成

賛成

　

当
年
度
も
繰
上
償
還
が
行
わ
れ
、
各
指
標
を
適
切
に
管
理
し
な
が

ら
後
年
度
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
た
こ
と
や
、
市
税
の
徴
収
率
が
合

併
以
来
最
高
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
懸
案
で
あ
っ
た
上
福
岡
駅

東
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
や
都
市
計
画
道
路
上
沢
勝
瀬
通
り
線
の
用

地
買
収
に
向
け
た
取
り
組
み
、
市
内
各
地
域
で
の
雨
水
対
策
関
連
事

業
を
評
価
す
る
。

　

更
に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
な
ど
の

学
校
環
境
整
備
や
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
配
置
な
ど
の

高
齢
者
施
策
を
評
価
す
る
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

　

当
年
度
支
出
の
主
な
要
因
と
な
る
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
、
公
明

党
も
以
前
よ
り
強
く
要
望
し
て
い
た
、
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
設
。
早
期
発
見
・
相
談
・
指
導
を
行
う
中
、
発
育
・
発
達

の
遅
れ
な
ど
か
ら
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
へ
正
し
い
知
識
と
関
わ
り

方
の
習
得
を
促
す
と
と
も
に
、
子
育
て
へ
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る

支
援
と
考
え
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、（
仮

称
）ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
は
、
飽

食
の
時
代
に
あ
っ
て
、
食
育
・
貧
困
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど
、

子
ど
も 

の
生
命
に
関
わ
る
事
業
と
認
識
し
て
お
り
、
完
成
に
向
け
た

取
り
組
み
、
継
続
を
期
待
す
る
。

基
本
戦
略
が
な
っ
て
い
な
い

日
本
共
産
党

　塚
越
洋
一
議
員

子
育
て
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
強
い
ま
ち
に

無
所
属

　民
部
佳
代
議
員

　

行
き
過
ぎ
た
行
政
リ
ス
ト
ラ
や
受
益
者
負
担
が
進
め
ら
れ
、
各
会

計
の
基
金
合
計
が
１
０
４
億
円
に
も
な
る
の
は
、
市
の
将
来
を
摘
み

取
る
大
損
失
に
な
る
。
基
金
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り

だ
。
保
育
所
を
建
て
替
え
な
い
で
次
々
と
廃
止
す
る
の
は
、
保
育
所

を
単
な
る
建
物
と
し
て
し
か
見
な
い
短
絡
的
政
策
判
断
だ
。
現
在
の

ふ
じ
み
野
市
は
、
20
年
以
上
前
の
ふ
じ
み
野
駅
急
行
停
車
や
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
政
策
効
果
が
波
及
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
い
つ

ま
で
も
発
展
が
続
く
わ
け
で
は
な
い
。
30
年
先
、
人
口
減
少
時
代
を

見
通
し
て
、
首
都
圏
の
住
宅
都
市
と
し
て
の
都
市
構
造
を
ど
う
す
る

の
か
、
基
本
戦
略
が
な
っ
て
い
な
い
。

　

平
成
26
年
度
は
、
安
全
・
安
心
の
た
め
、
そ
し
て
子
ど
も
へ
の
施

策
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
年
度
で
あ
る
。

　

市
税
の
滞
納
は
払
え
る
人
へ
の
徴
税
に
注
力
し
、
払
え
な
い
人

に
は
生
活
困
窮
の
サ
イ
ン
と
受
け
止
め
福
祉
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い

る
。

　

歳
出
で
は
小
中
学
校
の
大
規
模
改
造
、
ト
イ
レ
改
修
、
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
た
。
一
時
は
撤

去
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
公
園
の
遊
具
も
充
実
し
た
。
今
後
も
子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し 

て
ほ
し
い
。
最
大
の
課
題
は
産
業

の
活
性
化
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に
着
手
し
た
が
、
民
間
の
人
材
も
活

用
し
て
人
脈
を
広
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
強
い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

賛成多数で可決

平成26年度

一般会計
決算討論

今年４月にオープンした児童発育・発達支援センター

拡幅予定の道路

環境センター

7 ふじみ野市議会だより第 39 号〔2015 年９月定例会〕 6ふじみ野市議会だより第 39 号〔H27.11 .1 発行〕

反対

賛成

２００字

（以下同）

亀久保字大野原地区

国道254号バイパス
沿道地区

問：
答：



提出議案と審議結果
◎全員賛成　○賛成多数　・否決

… 平成 26 年度決算 …………………

○一般会計
○国民健康保険特別会計
○介護保険特別会計
○後期高齢者医療事業特別会計
◎下水道事業特別会計

以上、認定

◎水道事業会計利益の処分及び決算
可決及び認定

… 平成 27 年度補正予算 ……………

◎一般会計（第２号）
◎一般会計（第３号）
○国民健康保険特別会計（第１号）
○介護保険特別会計（第１号）
○後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
◎下水道事業特別会計（第１号）

以上、可決

… 条 例 の 制 定 …………………………

◎文化・スポーツ振興条例
◎スポーツ推進審議会条例

以上、可決

… 条 例 の 廃 止 …………………………

○特定目的借上公共賃貸住宅条例及び特定目
的借上公共賃貸住宅家賃条例を廃止する条例

可決

… 条 例 の 一 部 改 正 …………………

○手数料条例の一部改正
○個人情報保護条例の一部改正
◎特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正
○市立保育所の設置及び管理条例の一部改正
◎地区計画等の案の作成手続に関する条例の
一部改正
○下水道条例等の一部改正
◎上下水道審議会条例の一部改正
◎市立学校給食センター設置条例の一部改正
◎放課後子ども教室運営委員会条例の一部
改正

以上、可決

… 契約の締結 …………………………

◎（仮称）ふじみ野市・三芳町環境センター整
備・運営事業建設工事請負変更契約の締結
◎（仮称）ふじみ野市上福岡学校給食センター
整備運営事業変更契約の締結

以上、可決

… その他 ………………………………

◎公の施設を入間郡三芳町の住民の利用に供
させることに関する協議
◎道路線の認定（４件）

以上、可決

… 請　願 ………………………………

・鶴ケ岡・亀久保保育所の廃止に伴い保育内
容の継続を求めることに関する請願

不採択

… 人　事 ………………………………

◎公平委員会委員の選任                  同意

… 意見書 …………………………………

◎環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉を
より慎重に対応することを求める意見書  可決

・消費税の10％引き上げの中止を求める意見書
・労働者派遣制度をやめ、正社員化を進める
ことを求める意見書

・安全保障関連法案等の撤回を求める意見書
以上、否決

　市
民
の
自
主
性
や
創
造
性
を
尊
重
し
、
文
化

活
動
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
な
ど
を
市
の
責
務
と

し
て
定
め
た
理
念
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
主
な
質
疑

他
の
自
治
体
で
は
、
文

化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
と
し
て
制

定
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一

つ
の
条
例
と
し
て
制
定
す
る

理
由
は
。

市
民
が
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ

し
い
と
考
え
た
。

審
議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
、
市
な
ら
で
は

の
方
向
性
に
つ
い
て
何
か
意

見
が
あ
っ
た
か
。

審
議
会
で
も
、
当
初
は

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
へ
の
理
解
が
薄
く
、

お
互
い
へ
の
反
論
が
出
て
い

た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

お
互
い
へ
の
理
解
が
深
ま
っ

条例制定条例制定条例制定
全員賛成で可決

暮
ら
し
の
質
を
高
め

心
と
体
を
健
康
に

て
き
た
。
そ
う
い
う
場
は
こ

れ
か
ら
も
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
結
果
が
出

る
の
で
分
か
り
や
す
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
あ
る
中

で
市
は
ど
う
や
っ
て
情
報
を

集
め
る
の
か
。

市
場
調
査
の
よ
う
な
も

の
を
行
い
、
市
民
の
力
も
活

用
し
た
い
。

　鶴
ケ
岡
・
亀
久
保
保
育
所
の
廃
止
に
伴
い
、
公
立
保
育
所

で
の
保
育
内
容
継
続
の
保
障
を
求
め
る
請
願
が
保
護
者
の
代

表
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
請
願
者
に
対
す
る
質
疑

公
立
保
育
所
の
内
容
を
継

続
と
あ
る
が
、
新
し
い
保
育
所

で
は
公
的
保
育
は
保
障
さ
れ
な

い
と
の
考
え
か
。

十
分
な
情
報
が
な
い
中
で
、

漠
然
と
し
た
不
安
に
置
か
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

一
方
的
に
移
行
先
の
民
間

園
を
決
定
す
る
と
あ
る
が
、
実

情
は
。意

向
調
査
に
つ
い
て
は
、
通

勤
等
の
都
合
に
よ
り
新
設
の
２

園
に
通
い
き
れ
な
い
場
合
は
、
市

内
ど
ち
ら
の
園
を
記
載
し
て
も

構
わ
な
い
調
査
票
と
な
っ
て
い

る
。

●
市
に
対
す
る
質
疑

障
が
い
児
の
い
る
家
庭
に

対
し
て
、市
の
取
り
組
み
内
容
は
。

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
他
市
よ
り
も
手
厚
く

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

行
政
の
継
続
的
な
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
請
願
者
は
十
分
に

納
得
し
て
い
な
い
が
現
状
は
。

保
護
者
か
ら
の
意
見
等
は
、

常
時
受
け
付
け
る
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
新
園
で
は
、

何
で
も
相
談
で
き
る
関
係
を
第
一

義
的
に
つ
く
り
た
い
と
の
強
い
意

向
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
市

が
指
導
・
支
援
を
行
い
た
い
。

保育水準の継続を求めて
保育に関する請願

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例

　安全に安心して利用できる公共施設を目指し、毎年７月25日～31日を公共施設安全点検週間と定め、
市内の各施設を点検しています。このほか、道路や公園などについては年間を通じて点検・修繕が行
われています。これらの点検結果や対応状況が議会に報告されました。

●各常任委員会への報告と質疑
　市内の施設の中で、危険なために使用中止の
措置が取られた施設はなく、概ね１年以内の是
正が必要とされている施設は、報告時現在で
46 ヵ所ありました。
　公園遊具に関しては、老朽化だけでなく、新
たに国土交通省等から示された指針や基準に基
づく点検も行われました。また、基準等がなく
とも、過去の事例を参考にした点検についても
行っていくべきとの質問、指摘がありました。
　福岡河岸記念館の敷地の一部については、沈
下箇所が発見されました。現在、そのエリアへ
の立ち入り禁止措置が取られていますが、今後
の対策等について質問がありました。今後、原
因の調査を行い、対策が検討されます。

　平成 28 年度から公共下水道事業に地方公営企業法が適用され、特別会計から企業会計へ変更され
ます。これにより、経営状況をより正確に把握することができ、将来にわたって公共下水道の持続的・
安定的な運営をするための環境が整うことになります。

地方公営企業法適用による効果や課題は。
効果は、官庁会計（現金主義、単式簿記）から企業会

計（発生主義、複式簿記）へ会計方式が変更することにより、
最終決算の段階で、一般企業が用いる損益計算書や貸借対
照表を作成するので、経営状況がはっきりすることである。
　課題としては、移行に際して下水道管 1 本 1 本の布設時
期や経過年数など、公共下水道の資産をすべて把握するこ
とや、職員が企業会計を習得するためのスキルアップが求
められる。

今後の公共下水道の使用料について、現段階での考え
は。

今後も使用料は汚水処理に充てるのが原則と考えてい
る。県で行っている下水の処理費用が平成32年以降どうなっ
ていくかが、料金改定の大きな要素となると考えている。

今後の一般会計からの繰り入れの考えはあるか。
「雨水公費・汚水私費の原則」に基づき、適正に行っていく。

公共施設の安全点検結果報告公園・学校・道路など
チェック！

下水道事業公営企業化
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福岡河岸記念館

請　願請　願請　願
賛成少数で不採択
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出入り口

監査委員
事務局長

会 　 計
管 理 者 教育部長 教 育 長

行政委員会 行政委員会 行政委員会 議会事務局

市　長 副 市 長 総合政策
部   　 長 総務部長

市民生活
部　　長

環境経済
部　　長 福祉部長 健康医療

部　　長

都市政策
部　　長

２１
塚越　洋一

２０
床井　紀範

１９
足立志津子

１３
伊藤　初美

１２
新井　光男

１１
民部　佳代

１８
小高　時男

１７
大築　　守

１６
有山　　茂

１０
伊藤美枝子

９
堀口　修一

８
島田　典朗

５
島田　和泉

４
川畑　京子

３
渡辺　　大

１５
西　　和彦

１４
山田　敏夫

７
小林　憲人

６
谷　　新一

２
鈴木啓太郎

１
加藤　恵一

速記席

演　　壇

事
務
局
長

議
長

傍　　聴　　席（５０席）

出入り口

車いすスペース
（４台分）

新
し
い
議
場
で
議
会
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

インターン生が
議会にやってきた！！

学生さんに
直撃インタビュー

ふじみ野市議会だより第 39 号〔2015 年９月定例会〕11

　大学のインターンシップ制度を利用して、市内の大学に通う学生２名が９月定例会開会期
間中、ふじみ野市議会において研修を行いました。
　実際に議会の仕事を間近で見た二人に率直な感想を聞いてみました。

文京学院大学３年生

原田一希さん

文京学院大学３年生

岸　桃香さん

Ｑ１ インターンで市議会を志望した動機は何ですか。
Ｑ２ 市議会で印象的だったことはありますか。
Ｑ３ 市議会で意外に感じたことはありますか。
Ｑ４ ふじみ野市の議員に望むことはありますか。
Ｑ５ インターンの経験を今後どのように活かしていきたいですか。

こ
ん
な
質
問
を

し
ま
し
た

③磁気ループ
システム受信機

音声が聞こえにくい方にご
利用いただけます。

④手話通訳者
事前にお申込みいただければ、
手話通訳を利用できます。

⑤車いす階段昇降機
車いすのまま階段を昇り
降りし、傍聴席に入場い
ただけます。

②車いす専用スペース
４名までご利用いただけます。

①議場モニター
発言者の様子や発言残時
間が見やすくなりました。

傍聴席での
　　　禁止事項

傍聴席において
写真、ビデオ撮
影または録音等
をすることはで
きませ ん ので、
ご協力をお願い
します。

×
×

×

　市役所本庁舎の耐震補強・大規模改修工事が一部完了し、9月定例会から新しくなった本会議場
が使用できるようになりました。傍聴席はバリアフリー化し、後ろ姿しか見えなかった議席での議
員の表情も議場内のモニターで表示されるようになりました。

●●●●●●●●●●●新しい議場へようこそ！

Ａ１ 私は来年の就職活動で、公
務員を志望しています。公

務員と大きく関わっている市議会議員
はどのような活動をしているのか興味
があり、今回のインターンで志望させ
ていただきました。
Ａ２ 今回の定例会など傍聴させ

ていただいて印象的だった
のは、どの会派もふじみ野市を良くし
ていくためにさまざまな意見があり、
どれも間違っておらず、多種多様な価
値観があるということが印象的に思え
ました。
Ａ３ 私は現在、政治学などの勉

強をしていて、国会の仕組
みや議会の内容などを学びましたが、

国会は国会、市議会は市議会と分けて
考えていました。しかし市議会も、そ
の国会と類似した議会運営をしていた
のがとても意外に感じました。
Ａ４ 決められた予算の中で、ふ

じみ野市を市民が住みやす
く、素晴らしいまちにしていくかを、
市役所の職員と考えながら実行して
いってほしいなと思います。
Ａ５ 私が将来、行政職に就いた

時に、今回の経験は重要な
経験です。市議会議員がどのような視
点でその地域を見ているかを勉強する
ことができたので、それを行政側の取
り組みに活かせるようにしていきたい
です。

Ａ１ 選挙で、どのような人たち
に私たちは投票しているの

かということに、純粋に疑問を持って
いましたが、昨今、議員の不祥事を
ニュース番組でよく見たことから、ま
すます議員という仕事に対し興味を持
ちました。
Ａ２ 公立保育所の廃止に関する

議案や請願の審議で、さま
ざまな意見が交わされていたことが印
象的でした。
Ａ３ 市議会だよりを、議員さん

たちが会議を行いながら自
分たちで作成していることが意外でし
た。

Ａ４ ふじみ野市の議員さんに
限ったことではないのです

が、選挙の時などにマニフェストを各
家庭に確実に配ってほしいと思います。
Ａ５ 私は、インターンに参加す

る前は政治に対してあまり
興味がありませんでしたが、インター
ンを通し、議員さんたちと関わってい
く中で、少しずつ政治に対して興味を
持ちました。
　これからは自分でどのような人に政
治を行ってほしいのか、まちや国をど
うしてほしいのかなどを考えながら、
貴重な１ 票を使っていこうと思いま
す。

議場の席はこのようになっています



一 般 質 問
市
政
を
問
う
！
　一
般
質
問
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「
旧
江
戸
屋
」の
保
存
と

そ
の
周
辺
の
自
然
環
境山田

敏
夫
議
員

英
語
教
育
の
充
実
を

渡
辺　
大
議
員

未
来
へ
向
け
た

青
少
年
の
育
成
を

川
畑
京
子
議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
「
ふ
じ
み
ん
商
品
券
」加藤

恵
一
議
員

子
育
て
世
帯
の
移
動
を

ア
シ
ス
ト

島
田
典
朗
議
員

福
岡
三
丁
目
に
あ
る
文

化
財
と
し
て
価
値
の
あ
る

「
旧
江
戸
屋
」
を
保
存
し
、

そ
の
周
辺
の
自
然
環
境
を
整

備
し
て
は
。

旧
江
戸
屋
の
相
続
財
産

管
理
人
と
土
地
・
家
屋
に
つ

い
て
、
市
に
寄
附
を
し
て
い

英
語
教
育

は
、
教
育
格
差
を

縮
め
る
の
に
最
も

有
効
。
受
験
で
も

高
配
点
、
就
職
活

動
、
昇
進
な
ど
で

も
有
用
。
世
界
的
、

全
国
的
に
英
語
教

育
の
進
展
は
目
覚

ま
し
い
。
本
市
で

も
、
更
な
る
小
中

学
校
の
英
語
教
育

充
実
を
。

英
語
は
子
ど

青
少
年
の
遊
び
場
に
な

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
設

置
を
。苦

情
も
多
く
、
近
隣
住

人
と
の
合
意
が
必
要
。
設
置

は
困
難
で
あ
る
が
、
適
し
た

場
所
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に

は
検
討
す
る
。

青
少
年
の
利
用
拡
大
を

目
指
す
図
書
館
を
。

夏
休
み
に
は
図
書
館
の

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
、
仕
事

本
市
で
の
経
済
効
果
予

測
、実
施
後
の
検
証
方
法
は
。

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

「
多
子
世
帯
支
援
商
品
券
」

11
月
３
日
か
ら
販
売
す
る

「
第
４
回
福
バ
ル
チ
ケ
ッ
ト
」

と
併
せ
て
４
億
５
１
１
０
万

円
の
消
費
が
見
込
ま
れ
る
。

　

事
業
終
了
後
、
売
り
上
げ

分
析
・
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

民
間
委
託
に
よ
り
、
子

育
て
世
帯
へ
の
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
３
人
乗
り
自
転
車
の

レ
ン
タ
ル
事
業
を
拡
大
で
き

な
い
か
。

現
在
、
職
員
が
行
っ
て

い
る
募
集
や
審
査
、
管
理
な

ど
を
民
間
事
業
者
が
行
う
こ

と
で
、
事
務
軽
減
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
自
転
車
を
民
間

事
業
者
が
所
有
す
る
た
め
、

※ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）　外国語を母国語とする外国
語指導助手。小中高校などの英語の授業で、日本人教師を補助する目
的で配置される。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。
今

回
の
議
会
で
は
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
内
容
は
各

議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
全
て
の
質
問
と
回
答
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。︵
11
月
下
旬
掲
載
予
定
︶

た
だ
く
よ
う
に
交
渉
し
て
い

る
。
周
囲
の
景
観
に
も
配
慮

し
、
有
効
な
土
地
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ラ
ジ
オ
体
操
で　
　

健
康
づ
く
り
を

市
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
ふ
じ
み
野
市
と
し
て

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
積
極
的

に
推
進
し
て
は
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
市
の

「
元
気
・
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
う
え
で
効

果
的
な
方
法
で
あ
る
の
で
、

自
治
組
織
や
企
業
な
ど
と
も

連
携
し
、
全
市
的
に
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

運
動
公
園
に
花
卉
の

植
栽
を

ふ
じ
み
野
市
運
動
公
園

に
バ
ラ
や
牡
丹
な
ど
の
花か

卉き

を
植
栽
し
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
魅
力
的
な
公
園
に
し
て

は
。

運
動
公
園
基
本
計
画
を

策
定
し
て
、
そ
の
な
か
で
具

体
的
に
花
卉
の
植
栽
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

18
歳
選
挙
権
に
向
け

て
の
取
り
組
み

新
た
に
投
票
権
を
与
え

ら
れ
る
18
歳
・
19
歳
の
方
へ

の
投
票
促
進
・
啓
発
は
。

有
権
者
に
な
っ
た
こ
と

を
お
知
ら
せ
す
る
カ
ー
ド
、

投
票
済
証
明
書
な
ど
を
検
討

し
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
啓
発
、

小
学
校
６
年
生
の
国
会
見

学
、
本
物
の
投
票
箱
を
用
い

た
中
学
生
の
生
徒
会
役
員
選

挙
な
ど
今
後
も
実
施
し
、
引

き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

運
動
公
園
上
福
岡
プ
ー

ル
跡
地
利
用

市
民
プ
ー
ル
を
市
内
に

新
た
に
設
置
す
る
考
え
は
。

現
状
、
他
市
で
は
公
営

プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
流
れ
で

あ
り
、
市
民
プ
ー
ル
を
新
た

に
建
設
す
る
予
定
は
な
い

が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
県
営
プ
ー
ル
の
補
助
券

を
小
・
中
学
生
に
交
付
し
て

い
る
。

上福岡図書館

上：全店舗用のＡ券と中小店舗用のＢ券

下：多子世帯用のＣ券

中学校での英語教育

市
は
在
庫
を
持
た
ず
に
、
需

要
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応

が
可
能
と
な
る
。
先
行
す
る

他
市
事
例
を
参
考
に
、
費
用

対
効
果
を
含
め
て
検
討
し
た

い
。地

域
全
体
で
消
防
団

の
支
援
を

消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
が
開
始
さ
れ
た
が
、

現 

在
８
事
業
所
に
留
ま
っ
て

い
る
。
制
度
の
普
及
推
進
を
。

消
防
と
連
携
し
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
認
知
度
向
上
に
努
め
た

い
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
支
援
体
制
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
か
。

申
請
の
推
薦
者
に
自
治

会
長
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、

訓
練
場
所
の
活
用
や
団
員
募

集
等
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。消

防
団
支
援
と
し
て
、

地
元
商
店
や
飲
食
店
で
団
員

が
優
待
を
受
け
ら
れ
る
制
度

が
近
隣
市
で
も
増
え
つ
つ
あ

る
。
本
市
で
も
支
援
を
。

商
工
会
、
地
元
事
業
所

等
の
理
解
、
協
力
が
不
可
欠

に
な
る
。
積
極
的
に
研
究
し

て
い
き
た
い
。

も
た
ち
に
確
実
に
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
能
力
で
あ
り
、
Ａ

※

Ｌ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用

し
つ
つ
更
な
る
英
語
教
育
の

充
実
に
努
め
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬  　

価
格
表
で
告
知

本
市
の
支
出
す
る
調
剤

費
用
は
、
年
間
17
億
８
０
０

万
円
。

　

よ
り
低
廉
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
を
使
用
し
、
仮
に
３
割

削
減
で
き
れ
ば
、
約
５
億
円

の
節
約
に
な
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
の
中
で

も
価
格
差
が
大
き
い
も
の
が

あ
る
。
一
覧
表
の
よ
う
な
形

で
告
知
し
て
は
。

 

同
効
薬
で
も
価
格
差
が

あ
る
こ
と
、
医
師
・
薬
剤
師

と
相
談
の
上
、
ご
自
身
が
納

得
の
上
で
、
と
い
っ
た
こ
と

を
周
知
し
、
使
用
の
促
進
に

努
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の　

整
備
を

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

条
例
も
成
立
す
る
。
更
な
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
。

指
定
管
理
者
が
管
理
す

る
施
設
は
、
30
万
円
ま
で
は

指
定
管
理
者
の
負
担
で
、
そ

れ
を
超
え
る
も
の
は
、
市
の

負
担
で
修
繕
す
る
。

　

更
な
る
整
備
に
努
め
る
。

体
験
が
で
き
る
図
書
館
探
検

隊
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
10

月
か
ら
指
定
管
理
者
の
運
営

に
な
り
、
新
た
に
子
ど
も
司

書
制
度
を
創
設
予
定
。

子
ど
も
議
会
の
開
催

を
。

自
分
の
夢
や
希
望
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
市
政
に
要

望
や
質
問
を
発
表
す
る
機
会

を
得
る
こ
と
は
、
健
全
育
成

に
大
変
有
意
義
と
考
え
る
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
見
え
る
化
を

保
育
所
、
保
育
園
マ
ッ

プ
、
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成 

や
映
像
配
信
を
。

市
内
の
保
育
所
、
保
育

園
の
概
略
が
簡
単
に
わ
か
る

よ
う
に
、
保
育
方
針
、
内
容
、

位
置
、
外
観
や
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
ス
タ
ッ

フ
の
写
真
な

ど
概
略
を
紹

介
し
た
も
の

を
作
成
し
、

写
真
や
映
像

で
も
配
信
を

検
討
す
る
。
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学校給食

一 般 質 問

高
齢
社
会
の
到
来
を
見

据
え
て
、
認
知
症
対
策
と
地

域
包
括
ケ
ア
の
対
策
が
急
が

れ
る
が
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
を
進
め
る
ほ

か
、
地
域
福
祉
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
来
年
度
よ
り
開

始
す
る
。
ま
た
認
知
症
初
期

支
援
チ
ー
ム
の
設
置
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
な
ど
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

地
域
の
認
知
症
対
策
を

進
め
よ
う

鈴
木
啓
太
郎
議
員

今
後
の
利
活
用
は
。

所
有
者
で
あ
る
埼
玉
県

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の

今
後
の
整
備

大
井
総
合
体
育
館
の
老

朽
化
対
策
は
。

周
辺
の
施
設
も
含
め
、

計
画
的
な
修
繕
を
実
施
し
延

命
を
図
り
た
い
。

今
後
の
再
整
備
の
考
え

は
。

運
動
公
園
内
の
施
設
と

重
複
す
る
課
題
を
整
理
し

て
、
未
利
用
地
を
含
め
て
検

討
を
す
る
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置

は
。

他
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
の

あ
る
場
所
の
利
用
促
進
を
図

る
。三

芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
化

接
続
す
る
市
道
第
５
─

85
号
線
へ
の
影
響
と
今
後
の

整
備
は
。

埼
玉
県
や
三
芳
町
と
連

携
し
交
通
安
全
対
策
を
検
討

す
る
。都

市
計
画
道
路
・
水
道

道
路
と
の
接
続
は
。

次
期
総
合
振
興
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
反
映
さ
せ
た
い
。

関
越
自
動
車
道
西
側

地
区
の
雨
水
対
策

大
井
西
中
学
校
付
近
の

雨
水
調
整
池
の
進
捗
状
況

は
。

雨
水
調
整
池
整
備
工
事

は
平
成
28
年
３
月
完
成
を
目

途
に
工
事
を
進
め
て
い
る
。

県
道
狭
山
ふ
じ
み
野
線

周
辺
の
雨
水
対
策
は
。

都
市
計
画

事
業
認
可
を
受

け
て
お
り
、
概

ね
５
年
間
で
整

備
を
す
る
計
画

で
あ
る
。

福
岡
高
校
の
跡
地
利
用有

山　
茂
議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
化
が
決
定
し
た
。
大
井

中
学
校
南
側
の
市
道
第
５
─

85
号
線
は
川
越
街
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
が
、
交

通
量
は
。

１
日
当
た
り
約
４
０
０

台
、
大
型
車
が
約
２
０
０
台

増
加
す
る
。

三
芳
町
と
の
行
政
境
で

あ
り
市
単
独
で
管
理
す
る
の

は
難
し
い
。
県
道
へ
の
格
上

げ
を
要
請
す
べ
き

で
は
。県

議
会
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
、

難
し
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

フ
ル
化
の
影
響

民
部
佳
代
議
員

夜は真っ暗な
旧亀居保育所周辺

一 般 質 問

元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
は
、
健
診
や
健
康
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
で
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト
を

商
品
券
な
ど
と
交
換
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。
先
進
市
の
事
例

を
通
し
て
提
案
し
て
き
た
。

今
後
の
計
画
と
あ
ら
ゆ
る
世

代
が
取
り
組
め
る
工
夫
は
。

市
民
ニ
ー
ズ
の
実
態
を

把
握
し
、
来
年
度
は
、
事
業

の
周
知
と
参
加
者
を
募
集
し

た
い
。
幅
広
い
年
齢
層
が
楽

し
く
取
り
組
め
る
よ
う
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
対
応
し
た

歩
数
計
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
、

ま
た
Ｉ
Ｃ
対
応
型

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
活
用
し
、
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
た

い
。

複
合
災
害
の
危
険
認
識谷　

新
一
議
員

市
民
が
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
め
る
健
康
事
業
に

伊
藤
美
枝
子
議
員

地
域
防
災
計
画
で
盛
り

込
ま
れ
な
か
っ
た
複
合
災
害

の
危
険
認
識
に
つ
い
て
は
。

豪
雨
や
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
が
同
時
ま
た
は
時
間

差
を
も
っ
て
複
合
的
に
発
生

し
た
場
合
に
は
、
単
独
の
災

害
よ
り
も
被
害
が
大
き
く
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
想

定
さ
れ
る
。
複
合
災
害
を
意

識
し
て
不
測
の
事
態
に
備
え

て
い
き
た
い
。

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
周
辺
の
企
業
誘
致

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
周
辺
の
企
業
誘
致
に
向

け
、
関
係
機
関
と
協
議
す
べ

少
人
数
学
級
を
実
施
し

た
自
治
体
か
ら
、
欠
席
率
や

不
登
校
が
減
っ
た
成
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
小

学
校
１
、
２
年
生
は
35
人
学

級
だ
が
、
ひ
と
り
一
人
の
児

童
に
行
き
届
い
た
教
育
が
で

き
る
よ
う
に
、
ま
ず
小
学
校

３
年
生
ま
で
35
人
学
級
を
拡

大
で
き
な
い
か
。

来
年
度
を
考
え
た
時
、

２
学
級
増
加
と
な
り
県
費
負

担
職
員
以
外
に
市
費
の
職
員

を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
室
を
確
保
す
る
の
も

大
変
な
の
で
難
し
い
。

集
合
住
宅
へ
の 　
　

家
賃
補
助

集
合
住
宅
に
空
室
が
多

く
、
防
犯
上
大
変
危
険
で
あ

る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
に
家
賃
の
補
助
を
し
て

空
き
家
対
策
を
行
っ
て
は
。

貸
主
が
考
え
る
べ
き
な

の
で
、
家
賃
補
助
は
行
わ
な

い
。

道
路
の
管
理

草
や
枝
が
伸
び
て
通
行

の
妨
げ
に
な
る
危
険
な
場
所

が
あ
る
。
日
常
的
な
管
理
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
で
は
年
に
２
、
３
回

作
業
し
て
い
る
が
、
更
に
愛

護
会
や
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

旧
亀
居
保
育
所
周
辺

の
安
全
対
策

保
育
所
が
廃
止
さ
れ
て

か
ら
、
周
辺
が
真
っ
暗
で
危

険
。
安
全
対
策
は
。

地
域
の
見
守
り
を
強
化

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
同

時
に
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も

検
討
し
て
い
く
。

計
画
的
な
35
人
学
級
の
導
入
を

伊
藤
初
美
議
員

旧福岡高校

東入間警察署入口
交差点付近

福
祉
総
合
支
援
チ
ー

ム
の
働
き

４
月
に
チ
ー
ム
が
発
足

し
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
進
め
て
き
た
の
か
。

７
月
末
ま
で
生
活
困
窮

者
の
相
談
件
数
は
64
件
、
関

係
機
関
か
ら
の
支
援
要
請
は

37
件
。
ご
み
屋
敷
や
引
き
こ

も
り
な
ど
の
ケ
ー
ス
で
、
本

人
の
健
康
や
生
活
に
留
意
し

た
支
援
を
工
夫
し
て
解
決
に

当
た
っ
て
い
く
。

障
が
い
者
へ
の
差
別
を

な
く
す

障
が
い
者
差
別
解
消
法

が
来
年
４
月
か
ら
本
格
施
行

と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
方
針

で
臨
む
の
か
。

障
が
い
者
が
社
会
生
活

で
受
け
る
制
限
は
、
障
が
い

に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
社

会
に
お
け
る
障
壁
に
よ
っ
て

生
じ
る
と
い
う
考
え
方
を
採

用
し
、
広
く
意
見
を
聞
い
て

合
理
的
配
慮
を
進
め
る
。

ま
ち
の
力
で
買
い
物　

支
援高

齢
者
や
障
が
い
者
の

買
い
物
支
援
と
し
て
、
宅
配

で
き
る
よ
う
小
売
店
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
を
。

商
工
会
や
商
店
会
連
合

会
な
ど
と
連
携
し
て
検
討
を

進
め
る
。

学
校
図
書
室
の
充
実
を

学
校
図
書
室
は
子
ど
も

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
図
書

館
で
あ
り
、
教
室
以
外
の
居

場
所
で
も
あ
る
。
実
際
の
利

用
実
態
は
。

小
学
校
は
業
間
休
み
と

昼
休
み
、
中
学
校
は
昼
休
み

の
み
で
あ
る
。

学
校
司
書
な
ど
人
員
配

置
が
必
要
で
は
。

効
果
を
検
証
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

市
民
か
ら
危
な
い　

箇
所
情
報
提
供
を

市
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
カ
メ
ラ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

で
道
路
や
公
園
な
ど
の
危
険

箇
所
を
情
報
提
供
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
。

導
入
自
治
体
が
少
な

い
。
慎
重
に
検
討
す
る
。

安
全
・
安
心
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
を

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
掌

握
は
、
医
師
の
診
断
に
基
づ

い
た
申
請
が
必
要
で
は
。

次
年
度
よ
り
申
請
の
際

は
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
、

証
明
を
得

て
申
請
し

て
い
た
だ

き
、
給
食

セ
ン
タ
ー

と
の
３
者

面
談
で
個

別
の
取
り

組
み
プ
ラ
ン
を
作
成
、
ア
レ

ル
ギ
ー
除
去
食
を
提
供
す

る
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
誤
配
・
誤
食
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
。

調
理
作
業
工
程
ご
と
に

ア
レ
ル
ゲ
ン
混
入
防
止
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
混
入
の

防
止
と
、
除
去
食
対
象
者
の

情
報
な
ど
を
読
み
上
げ
、
配

食
す
る
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
緊
急
時
を
想

定
し
て
の
訓
練
を
。

訓
練
を
実
施
し
た
い
。

き
内
容
は
何
か
。

農
業
振
興
地
域
で
あ

り
、
農
林
水
産
大
臣
と
の
協

議
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
企
業
立
地
の
見
込

み
や
周
辺
農
地
へ
の
影
響

等
、
埼
玉
県
及
び
関
東
農
政

局
と
の
協
議
が
必
要
と
な

る
。新

河
岸
川
周
辺
の　

面
的
整
備

下
福
岡
地
域
で
は
、
旧

福
岡
高
校
の
跡
地
利
用
を
控

え
、
下
水
道
整
備
や
旧
新
河

岸
川
の
水
辺
整
備
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

景
観
を
重
視
し
た
面
的
整
備

の
考
え
は
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
当
該
地
域
の
振
興
や
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
は
何
か
を

見
極
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
に
活
か
す
施
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
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一 般 質 問 一 般 質 問

指
定
管
理
者
が
８
０
０

０
点
以
上
の
図
書
館
資
料
を

廃
棄
し
た
な
ど
の
事
例
も
あ

る
。
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

運
営
に
な
る
上
福
岡
図
書
館

で
、
現
在
の
水
準
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
、
指
定
管
理
者

の
指
導
と
と
も
に
中
央
館
業

務
を
行
う
大
井
図
書
館
に
は

専
門
職
員
増
員
が
必
要
で

は
。

上
福
岡
図
書
館
の
有
資

格
職
員
を
大
井
図
書
館
に
異

動
で
き
る
よ
う
に
担
当
課
に

要
請
し
た
。

要
支
援
者
が
介
護
を　

受
け
続
け
ら
れ
る
対
応

要
支
援
者
が
介
護
を
受

け
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
改

正
介
護
保
険
法
で
引
き
下
げ

ら
れ
た
予
防
給
付
報
酬
単
価

を
従
来
ど
お
り
に
保
障
し
、

次
期「
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
は
、
30
年
先
を
見
通

し
て
、
10
年
後
の
到
達
目
標

を
位
置
付
け
る
べ
き
だ
。
市

民
や
議
会
と
の
関
係
は
ど
う

す
る
の
か
。

長
期
計
画
で
な
く
、
５

年
程
度
の
計
画
期
間
に
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
各

部
署
が
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
が
、
長
期
間
更
新
が
な

い
部
署
も
あ
る
。
対
策
は
。

部
署
に
よ
っ
て
更
新
内

容
の
充
実
度
が
異
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
全
職
員
に
周

知
・
啓
発
を
図
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
情
報
発
信
に
努

め
た
い
。

空
き
家
の
適
正
管
理
を

国
土
交
通
省
が
２
０
１

６
年
に
空
き
家
対
策
と
し

て
、
市
町
村
向
け
の
「
モ
デ

ル
事
業
」
を
公
募
す
る
見
込

み
。
検
討
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
、

埼
玉
県
空
き
家
対
策
連
絡
会

議
か
ら
の
情
報
収
集
や
先
進

地
の
事
例
研
究
等
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

初
期
認
知
症
診
断
後

の
支
援
を

初
期
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
こ
と
で
、
深
刻
に
悩
ん

で
し
ま
う
方
が
い
る
。
早
期

発
見
は
良
い
こ
と
だ
が
、
専

門
医
療
機
関
へ
の
速
や
か
な

き
め
細
か
な
情
報
発
信
を

小
林
憲
人
議
員

指
定
管
理
後
の
上
福
岡
図
書
館

の
水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と

足
立
志
津
子
議
員

次
期「
総
合
振
興
計
画
」の
策
定

塚
越
洋
一
議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
化
で
、
本
市
の
企
業
誘

致
や
周
辺
産
業
等
へ
の
利

益
・
不
利
益
に
つ
い
て
。

市
全
体
で
は
相
互
乗
入

可
と
な
り
利
便
性
向
上
や
周

辺
産
業
と
の
相
乗
効
果
が
あ

る
が
、
周
辺
道
路
、
交
差
点

の
安
全
確
保
が
必
要
。
企
業

誘
致
事
業
に
も
経
済
活
性
化

等
効
果
的
と
判
断
し
て
い

る
。ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
実
施

市
民
主
導
で
の
小
規
模

公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化

床
井
紀
範
議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化

島
田
和
泉
議
員

品
確
法
、
入
契
法
、
建

設
業
法
改
正
に
伴
う
市
の
対

応
は
。歩

切
り
の
廃
止
や
施
工

体
制
台
帳
を
義
務
付
け
て
い

る
。
今
後
、
法
定
福
利
費
を

適
切
に
負
担
し
な
い
事
業
者

は
、
県
や
近
隣
自
治
体
と
調

整
し
排
除
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。賃

金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概

略
的
特
徴
と
今
後
の
施
策
反

余裕教室を活用した
放課後子ども教室の様子

※クラウドファンディング（Crowd Funding）　起業家やクリエイ
ターが製品開発・アイデア実現などの目的のために、インターネッ
トを通して不特定多数の人に資金の出資・協力を募ること。

事
業
の
企
画
・
運
営
実
施
の

可
能
性
は
。

新
し
い
資
金
調
達
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
自
治
体
が
支
援
し
市

民
が
資
金
調
達
・
企
画
実
現

す
る
新
し
い
協
働
の
形
だ

が
、
先
例
が
少
な
い
た
め
今

後
調
査
検
討
を
し
た
い
。

教
育
・
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
導
入

教
育
、
保
育
の
問
題
相

談
受
付
窓
口
の
設
置
を
。

現
在
も
子
育
て
支
援
に

対
す
る
案
内
、
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
相
談
者
は
多

様
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
導
入
が
効
果
的
で
、

設
置
に
向
け
進
め
る
。
障
が

い
児
童
や
教
育
に
つ
い
て

は
、
関
わ
り
方
を
調
査
検
討

し
た
い
。

高
齢
者
に
よ
る 　
　

業
務
サ
ポ
ー
ト

児
童
見
守
り
業
務
や
保

育
士
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
高
齢
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
活
用
で
き
な
い
か
。

小
学
生
の
登
下
校
時
の

見
守
り
な
ど
で
活
用
が
進
む

一
方
、
保
育
現
場
で
は
進
ん

で
い
な
い
。
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

映
は
。賃

金
水
準
が
変
わ
ら
な

い
と
回
答
し
た
業
者
が
60
％

あ
る
の
で
、
今
後
、
建
設
労

働
者
に
適
切
に
賃
金
が
支
払

わ
れ
る
よ
う
に
元
請
業
者
に

要
請
し
て
い
き
た
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定

は
。

県
や
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。

浸
水
被
害
か
ら
見
る

災
害
対
策
の
あ
り
方

災
害
時
に
必
要
な
重
機

の
確
保
と
職
員
の
訓
練
は
。

必
要
な
重
機
を
複
数
所

有
し
保
守
点
検
も
行
っ
て
い

る
。
技
術
職
職
員
は
必
要
な

免
許
等
を
習
得
し
て
い
る
の

で
、
災
害
時
も
対
応
が
可
能
。

道
路
課
の
現
業
班
の

廃
止
と
民
営
化
に
よ
る
課

題
は
。現

業
班
が
災
害
時
に

行
っ
て
い
た
土
の
う
の
配

布
な
ど
は
、
民
間
委
託
で

1
年
半
行
わ
れ
て
き
て
い

る
が
、
特
に
支
障
が
あ
っ

た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
介
護
認
定
申
請
を
無

条
件
で
受
け
付
け
る
べ
き
で

は
。

介
護
報
酬
は
、
国
の
範

囲
内
で
事
業
者
の
意
見
を
聞

い
て
決
め
る
。
介
護
認
定
申

請
は
誰
で
も
で
き
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。

福
岡
江
川
洪
水
対
策

の
具
体
化

福
岡
江
川
排
水
ポ
ン
プ

設
置
時
期
と
財
政
見
通
し

は
。

調
整
池
を
含
め
方
式
を

決
定
し
、
財
政
計
画
を
検
討

す
る
。

地
域
防
災
計
画
の　

水
防
対
策
の
具
体
化

水
防
対
策
で
、
消
防
組

合
・
消
防
団
と
の
連
携
や
自

治
組
織
が
計
画
策
定
す
る
際

の
支
援
は
。

消
防
団
は
市
と
消
防
組

合
と
の
協
定
で
活
動
す
る
。

自
治
組
織
の
計
画
策
定
に
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
10

団
体
分
の
補
助
金
も
予
算
化

し
た
。

運
動
公
園
整
備
基
本

計
画
と
当
面
の
改
修

運
動
公
園
整
備
基
本
計

画
は
平
成
27
年
度
中
に
策
定

と
の
こ
と
。
水
は
け
の
悪
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
当
面

の
改
修
計
画
は
。

基
本
計
画
の
中
で
検
討

す
る
。

元福岡地域浸水被害現場

三芳 PA

上福岡図書館

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

中
。
平
成
28
年
度
か
ら
２
ヵ

年
で
作
成
す
る
。
審
議
会
へ

の
市
民
参
加
や
意
見
交
換
会

な
ど
で
市
民
の
意
見
を
反
映

す
る
。
自
治
基
本
条
例
に
定

め
て
い
る
と
お
り
、
議
会
の

議
決
を
お
願
い
す
る
。

国
保
税
の　
　
　
　

引
き
下
げ
を

国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
に
市
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
何
か
。
広
域
化
も
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
低
所
得

者
層
の
保
険
税
を
引
き
下
げ

て
、
政
策
効
果
を
発
揮
す
べ

き
だ
。被

保
険
者
に
対
す
る
急

激
な
変
化
は
避
け
る
べ
き
だ

と
い
う
共
通
認
識
で
あ
り
、

経
過
を
見
守
り
つ
つ
、
決
定

事
項
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
健
全
で
安
定
的
な
運

営
に
努
め
る
。
被
保
険
者
に

は
、
年
金
生
活
者
を
は
じ
め

低
所
得
者
が
多
く
、
国
保
税

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

市
は
多
額
の
法
定
外
繰
り
入

れ
に
よ
っ
て
財
源
を
賄
っ
て

お
り
、
現
状
で
は
国
保
税
の

引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な

い
。

連
結
が
必
要
。
取
り
組
み
を
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
や

医
師
会
を
は
じ
め
、
高
齢
者

安
心
相
談
セ
ン
タ
ー
や
介
護

支
援
専
門
員
等
に
協
力
を
得

な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

余
裕
教
室
の
有
効
活

用
を

教
育
振
興
基
本
計

画
に
あ
る
よ
う
な
、
新

た
な
学
び
の
空
間
と
し

て
の
学
校
施
設
を
考
え

た
場
合
、
余
裕
教
室
の

活
用
が
最
も
効
果
的
。

考
え
は
。

学
校
が
地
域
の
学

び
の
場
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
、
余
裕
教
室
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、

法律で禁止されております。ご理解をお願いします。
ふじみ野市議会だより第 39 号〔H27.11.1 発行〕18

編集委員が
インタビュー

！

ご協力：フルート工房の古田土勝市さん

　台風18 号による鬼怒川堤防決壊で大

きな被害が発生しました。ふじみ野市に

も川があるため、他人事ではないと感じ、災害対策の重要性を改

めて実感しました。

　この議会広報も、市民の皆さんに、市政を「他人事」ではなく「我

が事」と感じていただけるよう分かりやすい記事を心がけてまい

ります。

　今議会は、完成したばかりの新たな議場で、決算、補正予算

等の審議が行われました。この議場にも、新たに意義ある歴史を

刻んでいけるよう精進してまいります。

　最後になりますが、台風18 号により亡くなられた方のご冥福

をお祈りするとともに、１日も早い復興を願います。

 （渡辺　大）

　　　　　　　　：11月30日午前9:30〜

請願締め切り予定：11 月20日午前10:00

傍聴をお待ちしています

編集後記

題字を書くということにとても緊張しました
が、一字一字をのびのびと書くように気をつけ
ました。

表紙の題字を書いてくれた人
大井東中２年　相田宜孝さん

次 の 定 例 会 の
開 会 予 定

議会広報常任委員会

委 員 長　伊藤美枝子 副委員長　渡辺　　大
　委　員　加藤　恵一 　委　員　小林　憲人
　委　員　島田　典朗 　委　員　民部　佳代
　委　員　床井　紀範

９月定例会の傍聴者は 124 人でした。

この仕事を選ばれた理由を教えてください。

もともと物づくりが好きで、尺八など作った
ことがありましたが、自分のフルートをこわ
してしまった時に、自分で修理をして、こう
いう仕事もあると思いました。

フルートの製作は、どちらで修業されたの
ですか。

所沢の村松フルートで学びました。皆でアン
サンブルを楽しんでいた頃、ジェームズ・ゴー
ルウェイとヴィバルディの四季を演奏する機
会があり、もっとしっかりした低い音が出る
楽器があればと思い、独立後に作製しました。

文化の拠点整備についてどう思われますか。

ホールの建設費や運営にかかる経費を考える
と、建設などは考えず、その数％の額をソフ
トの部分にまわし、文化の育成や啓蒙に向け
れば良いのではないでしょうか。

表紙：働く人シリーズに寄せて

フルート工房の方に伺いました

市役所４階で開催します

議会だよりは、ふじみ野市のホーム
ページからも閲覧できます。
市議会の議事録も見られます。

http://www.city.fujimino.
saitama.jp/categories/
bunya/shigikai/

アドレスが変わりました！




